
-発行者吾799-3401愛媛県喜多郡 長浜町役場合0893o 1111香編集・総務課 ・ 平成12年4月1日発行 515号

広 報 4同号

ン

吋 f
オ旨 ズ

ィ三蚕
A 浜

タ物安
化

てノ
自

⑩ 

イ
( 

天
究記犬

物

指定年月日 昭和46年3月30日

所在 地 長浜町大字櫛生
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このイタジイの木は、櫛生大峰地区にあり、目通り 7~:、樹高10~: 、 樹齢約800年と推定される古木で、

県下でも有数の大きさです。

一時は桜の木を抱きかかえるようにして成長していましたが、現在その桜は枯れています。 ブナ科に属

し、スダジイまた、実が長いのでナガジイとも言われています。かつては、 この地域一帯がイタジイ等常

緑広葉樹の原生林であったものと恩われ、今でもこの木の付近には数本のイタジイが残っています。

地区の人々は、その中で最も大きいこのイタジイの木を神木として崇め、周囲には石垣を築き、石仏を

市Eって大切にしています。
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地震の多い日本では¥いつ¥どこで、地震に遭うか分かりません。も

しも外出先で地震ガ発生したら¥あなたはとっさに対処できますか。そ
のとき¥家族ガばらばらだったら......? いざというときのために、外
出先で地震に遭ったらどうするか、家族で話レ合っておきましょうO

二;が元空曾望雨計三
自落下物や転倒物から身を守あ
お庖の中は落トー物ベコ転倒物の

危険iJ'しミっぱい。家電製品や大

きな家兵などの下教きにならな

いよう安全な場所に移動を 1 ま i

た、ガラス製品や瀬戸物、照明

器共、錆の近くも危険で、す~柱

や接ぎわに身を寄せ、ぶ灯{や荷

物で引を守りましょう。

-出入国
に殺到しない
あわててtl::¥入口に殺

到するとパニックを起

」こじます。大勢の人が

押し合って将和ぐ倒しに

なる危険もあるので、従業員の

指示に従って、ぷん着いて行動

してください。

し一電車(;:乗っている主章一
回頭音Fを守り、

姿勢を{丘〈す巷
和l捌の干苛物の落下や窓ガラスの割れカ宝
危|演です。かぱんなどで頭部を'，f'ってく

ださい c 士Lっ一こいる入
はりり革や手すりにしっ

かりつかまりましょう

E あわてて
外{こ出ない

電車が止まっても、

あわててタ十仁 I斗う ると危

険で 4。乗務員の指示
に1ftって千f重bしましょ
つ。

3 

電撃繋意時の連絡網をつくっておく

家族がぱらぱらになったときに耐え、

次のような緊急速絡手段について、家M、
で話し合っておきましょう)

・携帯電話での連絡
ただし、電話が殺到するとつながりにくくなる

ので、注草してください

・違ぐの親類や知人の家を連絡の中継点とする
.NTTの災害調缶言ダイヤル円l1J での連絡

(¥在世話hL長吾7コ
ー落下物から頭を守る
窓、ガラスやかわら、看板な

どの落「物が危険です ο 建物

には近づかず、手荷物など

頭を守ってください c

ロ塀や壁、柱のそばから
離れる

ブロック塀や石壁、電柱、

11動H反売機伝どは崩れ
たり、締lオしたわする危;
険があります。

回緊意避難す

ほどこか
佳子物から酎;/L、広場なと守へ;竪難を。広い

JUj!?まがあれば、 U1カ車ムコ落下物に気を勺け

て近路の'IJ史に。また、 lゴJレに逃げ込む場合は新し
く丈夫そうくkピルに入り、入11付近で様子をみますι

「首副長運転して守正?っ
国憲ブレーキをかけない

響携帯していると優春日なもの

包携帯ラジオ u ベンライト
緊急時の情報収集に。電でR刷、':1が必l止ヤド



韓韓 ~鵠 2署轍鰻障者)
審議j

①自民纏藤鐸換に加入している方について
国民健康保険の被保険者 (40歳~64歳)である世帯に対する介護保険税の賦課額は、国民健康保険

税と同様に、所得割額・資産割額・被保険者均等割額・世帯別平等割額により算定して賦課されます。

長浜田Iは、所得割額が1.0%・資産割額が 6.0%・被保険者均等割額が 6.000円・世帯別平等割額

が 4，000円で算定されます。(課税限度額 70，000円)

被保険者均等割額及び、!世帯別平等割額については、国民健康保険税に準じ、所得に応じて 7割・ 5

割・ 2割の軽減が行われるため、下記の介護保険税を納付していただくことになります。

介護保険税の被保険者応益割分負担額(年額) [単位・円]

Eι 区 分 7割軽減 5割車王j成 2割軽減 軽減なし

止テ斗ミL 被保険者均等割額 1.800 3，000 4.800 6.000 

害リ 世帯別平等割額 1.200 2，000 3，200 4.000 
額

主「寸』 言十 3，000 5.000 8，000 10，000 

応能害児買(所得割額l.0%・資産割額 6.0%)加算

軽減世帯について

1 7割軽減される世帯とは、その世帯の所得が 33万円以下の世帯をいいます。

II 5割軽減される世帯とは、その世帯の所得が[33万円+1 (被保険者数 1) x24.5万円 f] 

以下の世帯をいいます。

皿 2割軽減される世帯とは、その世帯の所得が (33万円十被保険者数x35万円)以下の世帯を

いいます。。所得割額は、住民税所得より把握します。
。資産割額は、固定資産課税台帳より税額を把握します。

②職場の健 険{こ加入している方について
加入している健康保険ごとの算定方法で決まります。

原則として、本人が2分の lの割合で負担します。

(国民健康保険税については次号に掲載します)

~4 



(算1長量轍深B患者}
G)保障輯描?

ClT可制果験料む基準額は、年額 30，100円!こな戦
保険料は、嬰準額をもとに負担が重くなり過ぎないよう、所得によって 5段階に調整され

ます。
[単位:円]

生活保護受給ft等・市町村民税世帯非課税か [ 
第 1段階! |基準額X0.5 15，100 つ老齢福祉年金受給者の方 I .ß:::o- ~-te.--!' /'-V.U 

* 2 ~~i I if:t'fff:@:_W iJT住民税手間守 一基一L三600
第3段F皆住民税非課税者の方 j苧円~1._cJ_j竺ω
卜一一 一

同J 住民税課税者で合計所得全容{が 250万円未ìl~I:) i ....，，1&"''''， ~ 1 nr i 
第4段F菅の方 |基準額X1.25 I 37，600 

ト←一一一寸 一一一一一←---+

T1I+- 住民税訳税者で合計所何金額が 250万円以上 ! -i::J~>~J-.:-，.?".~.'--;-， ~1 r-
第5段F昔| の方 l基準甑X1.5 I 45，200 

| |  

ClTi呆険料が特例!こより軽減されます
介護保険法の施行後、平成12年4月から 9月までの半年聞は、保険料を徴収せず、また、

その後の平成12年10月から平成131ド9月までの1年間は、経過的に保険料ゐが2分の 1に軽減

されます。

ClT司12年間保険料!i(馴措置l謹づき保険料年駒削分のはります)
(単位・円J

革 l段階 行川保護受給者等 111町村民税!廿新非課税か I基準額xO.5 I 3，80C 

つ老齢福祉午金受給者の15 準宥lX(げ号 l
課税の力一 l 基 5，700 
一一

基準額Xl.0 I 7，500 

所持金問が 250万円未満 正準額X1.25 I 9，400 I 

5 



雪時 合問時間購立 感奇襲
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先日機会があって、伊予二ー島市の製紙工場を見学しました。そこでは、約170万ばという晴海・拓海の

約 3倍の広さの敷地で、年間178万トンの紙が製造されます。新聞用紙をはじめ、あらゆる種類の紙がコ

ンピュ←タに制御されて自動生産されます。その生産量は15年で約 3倍となったそうで、私たちが紙を大

量に消費していることが裏付 ~t られます。

製紙業というと、大景に水を使い森林資源を浪費することで成り立っている産業と思いがちですが、説

明を聞いて驚いたのは、現在では技術が発達したために、 100%木材パルプから作られる紙はごく一部に

宇ぎないとのことでした。あらゆる製品に rI，紙が配合され、中には古紙だけの再生紙も多くありました。

こうして、古紙の再生半を高めるとともに、海外での植林事業など環境に配慮した経営方針が印象的で、し

た。

ところで、私たちの町でも、ド成11年度からごみの 7種分別が

開始されましたが、製紙工場を見学したことで、これまで何気

なく出していたご、みでも立派な資源として役立っていることを

知り、あらためて分別排出が大切だと考えさせられました。古

紙も、出すときに新聞.tJr込チラシ・雑誌・段 7ドールなどによ
り細かく分ければ、さらに高品質の再牛紙となるそうです。

早速我が家でも、面倒くさがらずに分別し、グリーンマーク

やエコマークの製品を使用することが何より大切だと思いまし

王監紙警臨望書監査鰭鱈周智?合理閣官事 古紙の山を前に説明を受ける参加者
曜島~命⑮③傘⑩⑧書量@⑮傘⑩⑧⑧惨③@畿⑧⑨@傘③曜量~傘⑧⑧曜事告書③⑧⑮重量~③曜事⑧ゆ"傘⑬⑮-診~診察~舎多毒量密③⑧重量鯵~参窃毒事

大学院 【日時"] 5月13日(土)午前10時

84 ， 000~ 117，000円 ~正午固午後 1 時~3 時

0きほう21プラン奨学金白祖国本人が 【場所]愛媛#護士会館

次の月額から選択します。[:内容1担当弁護士数人が骨駐し、

専修(専門課程) ・摂大・大学 電話相談に応じます。(面接相談

(学部) も可)
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月二千・ g:.徒 3 ・5 ・8 ・10万円

[申込時期l通常 4~ 5月。家計 大学院

の急変により早急に奨学金が必要

な場合は随時(進学する前年の 4

月に進学後の奨学金を申し込むこ

とも可。詳細は、在学している学

校へ!照会ください。)

I奨学金の種類]0第 1種f史学金一-
無利子O きほう 21プラン奨学金...

有利子(3 %限度、在学中無利子)

I貸与期間] 1:::1本育英会が認めた

月から標準修業年限の王手業期まで

[貸与月額]0第 1種奨学金...国-

公・私立、自宅・自宅外通学によ

り異なりますの

高校・専修(高等課程)

17，000 ~34 ， 000円

専修(専門課程) .短大

4 1. 000~56.000円

大学(学部)

41， 000 ~ 60，000円

5 ・8 ・10・13万円

I奨学生の採用}学力や収入状況

等を基に採用決定します。

I奨学金の交付1毎月一定額を本
人の1I座に振り込みます。

I奨学金の返還]卒業して 6か月

後から月賦などで返還。

〔お問い合わせ1日本育英会(干

162-8412東京都新宿区市谷本村町

10-7 :宮03-3269-4261: http:/' /' 

www.ikuei.go.jp/. )まで。

拝読官官接器三::?::占担~;:;:"::?:;O63号車:?~:主主:~~~~~!~::::草野晶琵詩話諒琵詰百

g子どもの日記念無料
g 法律相談のお知らせ

~愛媛弁護士会~

愛媛弁護土会では、子どもの人

権侵害救済のための相談活動の拡

充を凶り、「子どもの日記念無料

法律相談」を実施します。

日目言炎料]無料

【電話番号.]089-941-6990 

一

す

ト
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図

事

一
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刊
は

一
情
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M
リ

~

名

ト

ト

室

田

一
立
中
小

0使える初歩パソ用語集
0[']分ひとりでできるパソコン
データのノfックアップ

傍嶋恵子

。お母さんお疲れさま

斉藤茂太

OEメールのある暮らし
枝川公 4

0瀬戸内海を泳ぐ魚のように
(1.下) 雲井瑠璃

1晶血血五一一←
E
B
B
-司凶自国

• 
幽

• 
-

M
 

圃幽
• 

白色

6 



ふれおい会館だより

長浜水彩画グループ
長浜水彩画展

長浜水彩両グループの皆さんに

よって描かれた、主に花を題材と

した美しい水彩岡作品、約30点が

展示されます。

【期間"] 4 月 11 日 ~25 日(月曜日

体舘・午前百時~午後 5時)

E場所】ふれあい会舘ギャラり一
撃髄翠繍蹄踊鰯露顕盟蹴踏蹴翻翻昆

霊平成12年度投場の
g 支払 (主題込) 自

など、外国人登録原票に記載されL 1 2年 3.F.l 1 5日~同年 4月 3 0 

ている事項について証明が必要な 日までに申請手続きをしてくださ

方のために、「登録原票記載事項 い。

証明書」が発行されることになり

ました。請求できるのは次の)Jで

す。

0ご本人

Oこ本人と同居している親族

0法定代理人

E申請手続窓口1

0県内小商業・・・八幡浜地方局産業

経済部農政課(干796-0048八幡浜

市北浜 1J日3番37号:宮0894-2

2-4111 ) 

0卸売業園県外小高業・圃・愛媛県農

林水屋部農産園芸課食糧係(干790ご本人からの委任を受けた代理
0-8570松山市一番町4丁 LJ4番地

人(委任状など、ご本人から委任
2 盟 089-941-2111) 

を受けたことを確認できる資料を

ご持参ください。)

なお、このことにより、こ;jTま

で発行されてきた「外国人主主録済

証明害J(1登録済証明書J)は廃

3愛媛県指定者票準封切
m 設定内審が変更
題 されました

平成12年 3月 1日~
平成12年度長浜町役場の定例支 [1--されます。詳しくは、役場住民

「主要食糧の需給及び1illi格の安
払 u (預貯金口座振込)が、次の
日程となりました。請求書は、納

品と同時に提出するようにしてく

ださい。

なお、請求書には、課名等を書

いて必ず押印を忘れないようにし

て〈ださい。

平成12年度役場の支払(掘込)日

福祉課(宮52-1111・(右)2081)ま

でおたずねください。

事:.:-:-:担~~右手話::::~{:君主程在罫壬E詫Z:.:~W:造協議;:;".:::::主主帝::::~~同

窓労働保険の
議 年度更新辛続きは
g お済みですか?
事業主のみなさまへ

労働保険の平成 12年度児新手

定に関する法律」いわゆる食糧法

の下で、消費者の甘さんに低廉で

安定した品質のお米を供給 d一るた

め、「指定標準米制度」が設けら

れています。

県では、この制度に基づき、

「愛媛県指定標準米」を設定して

いますが、平成 12年 3月 1日か

月 ~Ij 
第l田支払 第2回支払 続きは、 4月 1日から 5月 22自 ら次のとおりその内容が変更され

支払(振込)日 支払(振込)日 までです。労働保険料の申告・納 ましたのでお知らせします。

平成12年4月 13日(木) 26日(;J<.) 

5月 15日(月) 26日(金)

6月 13日(火) 27 B (火)

7月 13日(木) 27日(木)

8月 11日(金) 28日(月)

9月 13 B (水) 27日(水)

10月 13日(金) 27日(金)

11月 13日(月) 27日(月)

12月 13日(水) 27日(水)

平成13年1月 16日(火)I 29日(月)

2月 14日(水) 27日(火)

付手続はお早めにお済ませくださ

し、。

Eお問い合わせ1愛媛労働局労働

保険撤収室(宮089同935-5200)ま

たは最寄りの労働基準監督署まで。

霊平成12年度米穀目度亮業
喜更新及び新規登録申請
語手続きのお知らせ

3月 13日(火) 27日(火)

4月 13日(金) 27日(金)

5月 16日(水) 28日(月)

平成 9年度に登録を受けられた

方は、有効期間の 3年が満了しま

すので、引き続き計画流通米の販

野蹴蹴担当掛蹴創出古田欄蹴蹴路臨闇路蹴蹴出 売を行う場合には、 'IJI新手続きを

語登録醸票記載事項 してください。

患 証明書についての また、愛媛県内で新たに計岡流

i お知らせ 通米の販売(卸売業小売業)を

今年4月 1日から施行される改 行おうとする場合には、変媛県知

正外国人登録法により、「氏名- 事の登録を受ける必要があります。

性別・国籍・生年月 H 居住地」 資録を受けようとする方は、平成

-7-

主引っ 111Jr::: lil /;日し(備考)
i¥[劉リパvvlJ/ j_叫]坐坦T空空
置即|レI~類相、乃ヨ品種 印
戸も引11r百(あき fたニこまち、 こいごころ、

) 買圃11一川| 円昨本晴恥など剖
I~II 干、 14 類相川品種・・・15%

門|構 15(~よZAJ35%
~，成 1 (ひめのまい、コガネマサリ

など)

星勺 ウ亡「門 /iハし (備考)
i¥[22山しれ/よ叫』型埜

ElHF?削直白 I(J;， 6 t____ ~ も、こいごころ
門 Ii'-'! i ヒノヒカリ)

間|構lT222fr
~ ，成| 日本晴など)

Eお問い合わせ〕愛媛県農林水産

部農産園芸課食糧係(宮089-941-

2111)まで。
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私
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父
を
江
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心
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な
ど
生
活
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に

閣
す
る
こ
と
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と
い
う
内
存
の
も
の
だ
。
こ
れ
ら
を
し
っ

か
り
と
頭
に
入
れ
た
上
で
就
職
試
験
に

臨
み
た
い
と
思
う
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し
か
し
、
そ
れ
で
も
い
く
つ
か

の
問
題
が
残
る
と
県
う
。
そ
れ
は

質
問
に
答
え
な
か
っ
た
時
、
そ
れ

が
似
閃
で
試
験
に
落
ち
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ハ

高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
椛
机
す
る

な
ら
、
学
技
側
が
自
分
た
ち
を
守
っ

て
く
れ
る
と
い
、
っ
安
心
が
あ
る
の

で
よ
い
が
、
南
J

門
学
校
や
大
学
を

山
て
か
ら
:
・
と
な
る
と
、
ち
ょ
っ

と
心
配
だ
っ
差
別
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、

こ
わ
く
て
質
問
に
答
え
て
し
ま
う

か
む
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

で
は
差
別
解
消
に
は
つ
な
が
ら
令

い
と
思
う
。
実
際
今
で
も
差
別
に

つ
な
が
る
よ
う
な
質
問
を
し
て
い

る
会
社
が
多
く
時
っ
て
い
る
ど
こ

う
い
う
身
近
な
ぷ
別
か
ら
な
く
し

て
い
く
た
め
に
も
、
私
だ
ら
が
で

き
る
こ
と
、
「
N
O
」
と
い
、
つ
一
)
レ
J

一

キ
一
徹
底
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
、
っ
。

が変わむました

今靖露i果館コ
'['IU官が、より一層地蚊川人々に親しまれ愛される身近な

施設とするため、この 4月から 「今坊友愛館」 と名
が変わりました。 今坊友愛館
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語見

長浜高校主術('i[i清英理 年

的義

命加入l事

心うきうき定販り軽く

議と一緒に受け取りi二!

警荊
革実

保く

聞置盤整護軍

電電撃

屯

E
E
E
L
V
問
自
固

~場所| 関町商工会 長浜町商工会

J JI  ('r 前) (一日)

4 10け(月 20日(イU

5 11日(木) 19日(金)
ト一一一一

6 9日(金) 20日(火)
一一一ト一一一一一 一

7 10日(月) 19日(水)

8 10日(木) 21日(月)

9 11日 (月) 20 1Iイ二

10 10日(火) 20日(金)
ト

11 10日(金) 20日(月)

12 11 [J f 月~2日(水)\
1 川 lmlけJ) 
2 9 H (余 20日(火)

卜一一一

L39日(全 I21ndじl|

U1 9:00~11:30 10 : OO~1 6 : 00 

副荷主
離農喜

9 

よくみてかんげき しらベ玄びっくり
かがくっておもしろい

4月1ブ"-'23日

科学技術週間

く科学技術庁文部省〉



親
子
で
本
に
親
し
も
う

ー
ノ
読
書
活
動
の
っ
と
い

1

一
μ
十
一

U
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
平

成
卜
一
年
度
長
浜
町
読
書
凶
動
の
つ
ど

い
が
開
院
さ
れ
、
町
内
の
読
書
グ
ル
ー

プ
会
員
ら
約
八
十
人
が
'
古
川
し
た
。

川
究
協
議
で
は
、
二

F
A
聞
か
せ
や

家
出
環
境
、
生
活
習
慣
の
大
切
さ
」
な

ど
に
つ
い
て
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら

意
見
発
表
が
な
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、

蛍
期
出
版
倶
楽
部
代
表
の
佐
川
敬
先
生

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
「
本
の
怖
い

な
子
ど
も
は
い
な
い
。
読
み
聞
か
せ
は

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
、
母
羽
と
し
て
と

て
も
た
刀
な
乍
た
と
。
と
乃
壬
白
こ
、

-
:
:
i
J
f
J
J
I
C
三
一
仁

l

共
に
つ
く
ろ
う
い
き
い
き
社
会

ー
人
権
を
考
え
る
な
か
ま
の
つ
ど
い
ら

二
月
十
九
日
、
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
者
は
、
つ
な
ず
き
な
が
ら
己
っ
と
聞

き
入
っ
て
い
だ
わ

講演を行う客野久子先生

で
第
四
回
人
権
を
い
マ
ス
る
な
か
ま
の
勺

ど
い
が
開
催
き
れ
、
地
内
内
外
か
ら
約

六
十
人
が
参
加
し
た
。

つ
ど
い
で
は
、
ゲ
i
ム
感
覚
で
人
権

に
つ
い
て
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

た
後
、
愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
館

長
の
存
野
久
子
先
生
に
よ
り
「
女
性
と

人
権
l
共
に
い
き
い
き
と
生
き
る
社
会

づ
く
り
」
と
題
し
た
詰
前
が
/
打
わ
れ
た
こ

「
性
別
固
定
的
役
削
分
但
志
識
が
主
だ

ま
だ
残
っ
て
い
る
久
性

U
付
が
も
っ

と
力
を
つ
け
で
ほ
し
い
J

一
と
の
「
川
に

参
加
者
ら
は
品
川
一
心
に
1
4
十
一
似
け
て
い
た

食
か
ら
の
健
藤
"
つ
く
り
を

講演を行う佐川先生

ー
第
一
回
味
ま
つ
り
i¥ノ

二
月
一
一
十
六
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で

第
一
回
味
ま
つ
り
「
海
の
幸
山
の
字
削

康
バ
イ
キ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
、
長
浜

町
保
健
栄
養
推
進
協
議
会
の
会
日
ら
約

百
三
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
同
協
議
会
が
食
か
ら
の
健

厳
令
つ
く
り
を
過
し
て
、
地
域
住
民
の
健

康
に
対
す
る
意
識
向
上
を
凶
ろ
う
と
行

わ
れ
た
も
の
。
会
場
に
は
、
会
員
ら
が

数
日
間
か
け
て
準
備
し
て
き
た
長
浜
町

の
郷
土
料
理
を
は
じ
め
、
砕
い
け
汗
件
一
病

予
防
食
な
ど
全
十
八
品
が
用
い
注
さ
れ
、

大
き
く
育
て
よ

ー
成
人
者
が
記
念
植
樹
¥

二
月
五
日
、
斎
藤
山
で
平
成
十
一
今
年

成
人
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
ら
は
、
そ
の
ヘ
ル
シ
!
な
味
に

満
足
伊
な
友
情
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら

ん
で
い
た
。

記念植樹を行う池田直幸さん

、
美
し
い
自
然
環
境
を
み
ん

っ
て
い
こ
う
と
斎
藤
山
四
五
九

会
二
-
菊
地
内
リ
喜
生
会
長
)
が
、
約
五
年

前
か
ら
斎
藤
山
の
山
並
み
に
桜
を
植
樹

し
て
い
る
作
業
に
、
今
年
成
人
に
な
っ

た
若
者
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

思
い
出
ゃ
つ
く
り
と
社
会
へ
羽
ば
た
く
円

覚
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
合
一
幽
さ
れ
た

も
の
。

-;戸

こ
の
刊
は
、
同
会
員
や
森
林
組
合
、

行
間
係
行
ら
約
二
十
人
の
協
力
を
得

が
ら
、
い
樹
希
望
の
あ
っ
た
八
人
の

成
人
朽
の
版
木
が
無
事
植
栽
さ
れ
た
。

ハ
奈
川
し
た
池
田
直
幸
さ
ん
(
今
坊
)

は
、
「
無
事
に
育
て
ス
ほ
し
い
で
す
。

今
後
の
管
理
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、

私
も
こ
の
本
に
負
け
な
い
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
」
と
抱
負
を
詰
っ
て
い
た
。
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試食を楽しむ参加者たち

美
し
い
ふ
る
さ
と
を

ー
櫛
生
・
須
沢
地
区
ク
リ
ー
ン
作
戦
、

一
一
一
月
五
日
、
櫛
生
・
須
沢
地
け
れ
で
お

五
回
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
実
施
U

一
ご
れ
、
地

域
住
民
総
出
で
圏
道
沿
い
や
抗
水
浴
掛

合
ど
の
空
き
缶
・
こ
み
拾
い
が
行
わ
れ

た」
美
し
い
環
境
を
守
り
、
ふ
る
さ
と
を

誇
り
に
思
う
心
を
養
お
、
っ
と
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
の
事
業
。
こ
の
日
も
、

早
朝
か
ら
軍
手
に
ご
み
袋
宇
一
川
ぷ
1
J

た

参
加
者
ら
が
、
国
道
沿
い
や
海
水
山
場

な
ど
の
清
掃
を
行
っ
た
。
ま
た
、
円
日
日
浦

園
で
は
株
分
け
な
ど
の
整
備
作
業
も
行

わ
れ
、
ご
み
の
な
い
花
に
開
ま
れ
た
た

し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
、
三
わ
一
ヤ
か

な
汗
を
流
し
て
い
た
。

海岸の清掃を行う参加者たち
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五
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に
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仁
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界
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J
刊
一

(
父
リ
記
久
さ
ん
・
母
U

一
志
さ
ん
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車聖母仏語位握

自
形
友
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さ
ん
ら

ら
郡
社
会
悩
M

凹
協
議
会
長
表
彰
1

一
千
け
て
十
九
日
、
河
辺
村
で
同
倍
さ

れ
た
ア
成
十
-
年
度
喜
多
郡
民
生
屯
一
以

委
員
研
修
去
の
席
上
、
地
域
の
社
交
机

仕
向
主
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

次
の
方
々
が
友
い
が
さ
れ
ま
し
た
。
(
故
休
略
)

一
喜
多
郡
社
会
福
祉
協
議
去
長
表
彰
}

向
形
友
江
(
長
浜
)
藤
淵
季
志
叔
一
「
長

浜
)
藤
凶
弘

Lv茂
)
一
ぺ
呂
福
見
(
戒

協
フ
レ
ッ
シ
ュ
引
豊
茂
橋

駅
作
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
h
w
F

抽

出

勢

会

崎

駅

1
倍
以
活
動
凶
体
表
彰
till'

餅

合
一
月
八
日
、
八
幡
浜
市
で
開
催
さ
れ

た
平
成
十
一
小
皮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

推
進
し
へ
会
、
省
資
源
・
省
工
、
不
ル
ギ
l

推
進
大
会
の
席
上
、
ブ

L
Yン
ユ
但
豊

茂
(
曲
一
葦
戊
大
本
昭
裕
会
長
)
が
、
第

一
一
一
千
十
六
凶
全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
l

λ
地
図
審
査
に
お
い
て
優
秀
な
凶
結
を

収
め
ら
れ
た
こ
し
一
に
よ
り
受
賞
L
た、

全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
地
方
表

彰
の
伝
注
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
席
上
、
出
勢
会
(
出
海
・

鈴
木
与
造
会
長
)
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
慢
良
一
出
動
制
体
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

責辞部都議
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L
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審
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久
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四

詰
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成
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七
仁
久
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改
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託
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に
河
川
左
に
伴
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叶
午
の
十
月
か
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わ
建
弔

い
す
一
進
め
て
い
ま
し
た
亡
久
集
会
戸
市
一
長
浜
分
川
町
一
一
部
泊
中
川
市
耳
、
再

出
一
月
二
十
六
日
に
主
成
し
ま

L
た。

平
岡
地
域
で
は
集
会
等
を
行
、
つ
単
独
施
設
が
な
か
っ
?
一
人
め
地
一

日
域
的
一
闘
に
不
便
を
強
い
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れ
と
い
ま
し
た
か
、
今
一
川
の
仁
均
ハ
集
会
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と
円

一
一
長
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分
国
有
一
部
消
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の
台
併
川
崎
設
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ん
一
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コ
ミ
ユ
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刊

一
一
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防
消
防
丘
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右
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平成10年末か ら、沖浦公民館と地域の有志の皆さんが協力して、
美しい地域づくりを進めようと整備 を続けている沖浦公園の花壇。

今年も 、紅や白の葉ボタン約300株を利用して、「オキ ウラ」の
花文字が描かれ、道行く人を楽しませていました。

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
る

沖
浦
公
園
の
花
壇

却炉

結

婚

白柴 白長沖黒 櫛 長
イ主 2 企E

滝浜浦田生浜 正月 QV
m 届 ぐ

川 玉 柿菊西亀 冨 鎌山渡中林井 氏罪 ゃ

上 。薮み
官 粉、

1fZ重ト E勝鹿数次 言 重佳 死 喧
口、 ー

進争云子三こ争子雄雄保手子子 亡
~戸、戸、 r、~~一ーーーーー----、 日寺
六八六七八八 七 七八 六 七五七 年
九 一二 四九八六 二 五一八.九七 齢

ま軍芳頼健与俊強
男弘 一 造幸志

長 櫛 白下長
三頁

j兵生滝戒浜滝

田木壁 川小 井見地川井岡

4月は更始一新の月で諸事改ま

り、身も心、も温ま る。

4月 1日をエイプ リル ・フール

といって実害の伴 わない嘘はつい

ても よい日とされている。今は下

火だけれど春らしい習慣 だ。罪の

ない嘘で人をかつぐのは楽しく 、

自他共に笑って気分が明るくなる。

また、回文と い う遊びも春らしい。

回文とは、上から呼 んでも下から

読んでも同じになる文だ。 「竹屋

が焼けた」のような文。 「岸に咲

く色香も軽い草にしき」これは俳

句 。「長き夜のとおの眠りのみな

眼さ手め波乗り船の音のよきかな」

は短歌。他愛のない遊びだが、うっ

とうしかった昨年を忘れて明るい

1年にし よう 。
社会の 1年生も学校の 1年生も

「新しい人生が私の前に聞かれま

した。私の想像力 はダンテのうち

に(略)そこに繰り広げられる偉

大な全体を味わい尽くしこの不滅

の詩人とともに苦しみ、 ともに喜

びました。J(アンデルセン「即興
詩人」 より)のよ うに、素敵な先

達を見つけて自分の新しい人生の

師範としたいものだ。今年特例の

閏年を、価値あらしめるためにも。

(註 閏年はふつう 4で割れる

西暦毎に来るが、 100年の倍数年

は閏年にしない。 しかし、400で

割れる年は特例として閏年とする。

今年は西暦2000年で100年の20倍

年だが、 400で割れるのでその特

例の閏年である 。 =愛媛新聞の

「地軸」 を参考。)

2
月
届
出
分

(
敬
称
略

住;

戸斤

氏

名

「
沖

浦

渡

壁

義

f

ル
ー
マ
ニ
ア
ベ
ル
ネ
ピ
ク
ニ
コ
レ
ッ
タ

住 2お
所昌誕
百生
T分お
謀議め
名称で
巴と
室 う
署 !!
名

沖長黒豊豊長

優ーす 海f:章宮寺院勘士
人と渚34トと史主治2太 た

浦浜 田 茂茂浜

杉西 二 鈴飛山
村本 神 木田本

- 12-

人口・世帯数のう ごき

2月末現在 宵可月とσコ上ヒ耳交

9，918人 5人1成

人 口 (男 4，682人) (男 2人増)
女 5，236人 女 7人減

世帯数 3，618世帯 3世帯減


